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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等      

本研究の目的は、学校で活用できる若手教師育成

のための校内システムを構築することである。多く

の教育課題の中で教育活動を推進し、かつ教師が学

び続けることが求められる学校現場において、OJT

など日常的な学びの場を整えていくことが求められ

ている(2015 中央教育審議会)。 

 

２ 研究の内容・研究の方法 

研究の目的にアプローチするために、本研究では、

以下の３点を明らかにする。 

① 現在の学校における OJT の意義と位置付けを明

らかにすること 

② 実態調査から校内における若手教師育成に対す

る教師の実態を明らかにすること 

③ ①②で行ってきた結果を基に実践研究を行い、

教師の学びの場をどのような方法でアプローチ

していけばよいかを明らかにすること 

 

３ 研究の結果 

（１）学校における OJTの意義と位置付け 

 東京都教育委員会は、「OJTガイドライン」(2008)

を作成した。OJTとは、すべての教員を対象として、

身に付けるべき力を、意識的、計画的、継続的に高

めていく取組で、一定の時間の中で行うことができ、

即効性がある、としている。しかし、実際、日常の

職務の中で、OJTを目的にした時間設定が難しいと

している学校も多くあり、なかなか計画的、継続的

に実践されていないのが現状である。 

 

（２）「学校における若手教師育成に関する調査の実施 

都内の公立小学校の若手教師（教職経験１～６年

目）とミドルリーダーにそれぞれアンケート調査を

実施した（６月中旬～下旬）。 

アンケート有効回答数は、若手教師 105名、ミド

ルリーダー145 名であった。有効回答数から、それ

ぞれの項目の平均値と標準偏差を算出した。 

 調査結果から、①『若手教師、ミドルリーダー

共に「時間の捻出」に課題を感じている』、②『ミ

ドルリーダーは現在の校内人材育成は、実施にかか

る環境整備に課題があると捉えている』、③『若手教

師は課題に応じて解決方法の選択を行っている』と

いう三つのことが明らかになった。 

 

（３）インタビュー調査の実施 

学校規模に焦点を当て、大規模校、中規模校、小

規模校の３校を抽出し、管理職にインタビューを行

った。 

３校の調査結果から三つの共通性を見い出せた。 

①どの学校においても日常の職務の中で学校の

特性に合った OJTが行われていること 

②管理職自らが教師と積極的にコミュニケーシ

ョンをとっていること 

③今後の人材育成に必要だと挙げているのが『個

のスキルアップ』であること 

３校の結果から異なるのは、学校の規模が小さく

なるに従って、より職場全体を巻き込んで行う OJT

が必要になってくることである。 

 

（４）仮説の析出 

先行研究、現在の学校における OJTに関する取組、

質問紙調査、インタビュー調査の結果を踏まえて、

以下のような仮説を析出した。 
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研究主題 

―副主題― 

「若手チーム」を活用した若手教師育成のための校内システムの構築 

―「実践」と「省察」を基礎とした協働的リフレクションを手掛かりとして― 

派遣先 帝京大学教職大学院 担当教官 中田 正弘 

所属校 荒川区立第七峡田小学校 校長 小林 輝明 

個々の教師における職務上の課題をテーマとし

た、少人数チームによる継続的、省察的な学習機

会を構想し、それを日常の職務と一体化させなが

ら展開していくことにより、学校全体が効力感を

もつ OJTが可能になる。 



（５）教師の学びのための校内システムの構築 

若手教師の気付きを大切にした内容かつミドル

リーダーの意識付けから実践へと進めていく内容が

含まれた OJTのプログラムを構築した。なお、今回

のプログラムを構築する際、中田正弘の「教育実践

と省察を軸とした教師教育実践プログラムの開発と

普及」(2014)を参考にした。 

このプログラム作成にあたり、①目的、②対象、

③期間、④気付きを促すための省察の場の設定、⑤

グループ等の構成、⑥自分の課題や実践を振り返り

やすくするための資料の六点に注目して作成した。 

 

図１ 「若手チーム」を活用した校内人材育成における校内システム 

（６）実践を通した成果・課題 

①成果 

  ア．「個々の教師の職務上の課題をテーマとした

少人数チームによる継続的、省察的な学習機

会」が、若手教師の新たな課題設定につなが

ったこと 

イ．「日常の職務と一体化させながら展開してい

くこと」をミドルリーダー自身が意識するこ

とで役割を認識し、具体的な行動につながっ

たこと 

②課題 

  ア．「少人数チームによる継続的、省察的な学習

機会を構想し、それを日常の職務と一体化さ

せながら展開していくこと」を行う上での時

間の制約 

イ．「学校全体が効力感をもつ OJT」の更なる検討 

４ 研究の考察 

 本研究の成果を２点、以下に示す。 

（１）それぞれの学校に合わせた OJTプログラムを

開発、実践することで、職員同士が学び合う場を

活性化させることができた。 

今回の研究で分かったことは、日常の職務で

行っていることを活用することも OJTの一つで

あるということである。構成の方法はそれぞれ

の職場でアレンジできるのもこのプログラムの

良さである。大切なのは、それぞれの学校に合

わせて OJTを進めていくことである。 

（２）振り返り（省察）の手法を身に付けること

の良さに実践者が気付くことができた。 

学校現場の多忙感がある中で OJTを通じて効

力感のある学びを継続していくには「日々の経

験を学びに生かすこと」にあり、そのために「振

り返り（省察）の手法を身に付ける」ことが欠

かせない。省察することにより、自分にとって

必要なことに気付くことができたのは大きな成

果である。若手教師だけでなく、職場にいる教

師全員にとって、省察から得られるものはとて

も大きい。 

５ 今後の展望 

（１）OJTに関わる複数事例からの検討 

職場の実態に合ったプログラムを見付けてい

くのには、事例が少なく、難しい現状にある。今

後、更に事例を通してプログラム開発を進めてい

くことが課題となる。 

（２）職場環境に合った省察する機会の設定、活用 

方法の探究 

今回試行してみた結果、プログラムにある「省 

 察する機会を設定する」ことの良さは明らかにな   

 った。今後それを活用できる場面を考えることが

大切なのではないだろうか。自分自身が楽しみな

がら若手教師も学ぶこと、そして職場全体が自己

効力感を感じる学びの場となるように、ミドルリ

ーダーの一人として率先して動いていく。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 「若手チーム」を活用した校内人材育成における校内システム 

＜若手教師＞ 

自分の日々の実践から課題と感じることと

その要因について振り返り、課題を解決す

るための方法をチームで考える。一定の期

間、解決の方法を実践し、その後チームの

メンバーに自分の思いを伝えリフレクショ

ンすることで自分の資質向上につなげる。 

「若手チーム」を活用したＯＪＴ校内システム 

 

 

 

 

 

目的 ＜ミドルリーダー＞ 

ミドルリーダーとして、学級経営や学級指導

に関わる課題を取り上げ、チームでその背景

をリフレクションし、具体的な対応策を検討

して、その改善に取り組むための手法を身に

付ける。 

 

＜プロジェクト式 OJT プログラム＞ 

自己の課題にチャレンジするプロジェクト 

 

課題の設定（リフレクション） 

 

 

各自の実践・リサーチ 

 

 

検討（リフレクション） 

 

 

実践、検討で獲得した知識の整理 

先輩教師からのアドバイス 

対象 
チーム（若手教師２

～４名とミドルリ

ーダー１名） 

 

学校の実態に合わ

せてチーム数を決

める 

 

グループ構成 
ミドルリーダーが

編成 

 

同じ学年同士、低・

中・高・専科などの

グループ、異なる担

当学年同士、似た課

題をもつ教師同士

など、さまざまな組

み方ができる。 

 

 

管理職からの 

指導・助言 

自己啓発 

学校全体のスキルアップへ 

資料  

自分の課題や実践を

振り返りやすくする

ための資料 

リフレクションにつ

いて知るための資料 

 

期間 
１プロジェクトにつ

き２～４週間 

 

課題が見えてくる１

学期の中頃、運動会

学芸会などの大きな

行事・取組の前など

学校の実態に合わせ

て設定できる。 

 

回数 
実態に合わせて回数

を決められる 

Off-JT 

個のスキルアップ 

＜若手教師＞ 

自分の日々の実践から課題と感じることとその

要因について振り返り、課題を解決するための

方法をチームで考える。一定の期間、解決の方

法を実践し、その後チームのメンバーに自分の

思いを伝えリフレクションすることで自分の資

質向上につなげる。 

 



 


